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Safari はほとんどが iPhone からのアクセスである。学生の大半が iPhone ユーザー

であること，移動中などのちょっとした時間に頻繁にアクセスができることから全

体の半数以上を占めるセッション数となっている。Internet Explorer は PC 教室

と Windows の標準ブラウザであったことで全体の 23 ％を締めている。Chrome は

Android と Windows ユーザーからのセッションだと考えられる。また，Edge ユー

ザーは 1 割に満たず 2019 年度はほとんど使われていないこともわかる。

図4．2020年度のブラウザ別のセッション数

図 4 は 2020 年度のブラウザ別のセッション数である。2019 年度と大きく変化し，

Edge が 40 ％ほど，Safari が 30 ％ほど，Chrome が 25 ％ほどとなっており，Internet 

Explorer 利用は3.5％と激減している。Internet Explorer は Moodle などの Web サー

ビスから動作対象外となっており，実際にうまく表示できないなどのトラブルが多発

したために利用者が Edge，もしくは Chrome に乗り換えたことが要因である。
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3-3．OS別のセッション数

図5．2019年度のOS別のセッション数

図 5 に 2019 年度の OS 別のセッション数を示す。iOS は 53 ％ほどとなっており図 3

の Safari と近しい値となっている。また iOS と Windows で全体の 9 割を占めている。

Android と Mac はほとんど使われていないこともわかる。

図6．2020年度のOS別のセッション数

図 6 の 2020 年度の OS 別のセッション数では Windows からセッション数が 38.64 ％
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から 65.28 ％と急増している。19 年度は Moodle の利用は学内で PC，学外ではスマー

トフォンとなっており，学外では閲覧を主にした利用だったことが想定されるが，20

年度は学外でも PC からアクセスされ，学外の学習でも PC がメインデバイスとして使

われるようになったことがわかる。授業の動画自体はスマートフォンでも閲覧可能だ

が，課題などは PC からの提出がやりやすいことが影響していると考えられる。Mac

は iPhone との相性も良いことから，遠隔授業を機に新しく購入した学生と教員が増

えていると考えられ，Android とセッション数比率が逆転している。

3-4．時間帯別のセッション数

図7．2019年度の時間帯別のセッション数
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2019 年度の時間帯別セッション数を図 7 に示す。授業時間内のセッション数が多く

夜間のセッションは 5 ％以下となっている。前述のように学内の PC 教室での Moodle

利用が主であることからこのような傾向になっており夜間の利用は少ない。

図8．2020年度の時間帯別のセッション数

図 8 の 2020 年度の時間帯別のセッション数では 21 時以降のセッション数が増えて

おり日中とほぼ同数となっている。夜間に学習に取り組む学生が増加したことがわか

る。課題の締め切りが 23：59 に設定されることも多いことも要因の 1 つであろう。
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3-5．曜日別のセッション数の比較

図 9 に曜日別のセッション数を比較したものを示す。Google アナリティクスの仕様

により 0 が日曜で 7 が土曜の表示になっているが曜日の順に並んでいる。

図9．2019年度と2020年度の曜日別セッション数の比較

授業がない土日，半日授業の木曜でセッション数が増加しており，反対に月・火・

水曜日のセッション数は減っている。オンライン授業になり課題などが増えたことか

ら授業時間内の学習では時間が足りなくなり，土日などに学習や課題の作成をしてい

る学生が多いと考えられる。
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4．まとめ

2019 年度と新型コロナウィルスの影響を受けた 2020 年度は以下のような変化が

あった。

・学内 PC 教室の利用から自宅での PC 利用にシフト

・スマートフォンからのアクセスから PC からのアクセスにシフト

・夜間，土日の授業時間外のアクセスが増加

オンライン授業になり教材と課題や小テストなどに常時アクセスできることから，

学生自身の都合に合わせて学習をすることができるようになったメリットあるが，直

前まで着手していない可能性もあり，より学生の自主性が求められるようになってい

る。2022年度の授業形態がどのようになるかは現段階では分からないものの，Moodle

利用教員の増加と学生のオンライン授業慣れの影響からこの傾向は続くと考えられる

ため，継続的な調査をしていく予定である。

－ 60 －


